
14:00-14:15 オープニング⇒発案者の川本さんからひと言



14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん
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プレゼン途中でも疑問質問等は
ご遠慮なく出してくださいをね

ご参加のみなさまへ



14:00-14:15 オープニング ⇒発案者の川本さんからひと言(15分） 

14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん(15分） 

14:30-15:00 ワークショップ by 金城(30分）「自画像とは、闇を光で消すことである。」 

15:00-15:30 実例①中学校での取り組み・「家族の肖像」…映像あり(30分） 

                   　　--------休憩(10分）--------  

15:40-16:20 実例②高校での取り組み・「石の声」…映像あり(40分） 

16:20-16:30 リフレクション ⇒ Slido(10分） 

16:30-16:40 クロージング(10分）

本日の流れ

※ 最後にこのプレゼン資料（pdf）のリンクをお知らせします

ココ



14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ
必要なもの

(30分）

1. 名刺大の紙（厚手がよい）
2. 4B鉛筆（無ければHB程度でもよい）
3.  練り消し（パチンコ玉程度でよい、消しゴムでも可）
4.  スマホでの自撮写真（当日会場で撮る）
5.  下敷きにする紙（A4程度、鉛筆で机を汚さないため）



畳目のように

14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ
手順

(30分）

1.名刺大の紙を4B鉛筆で全面黒く塗りつぶす
2.スマホで光を意識し自撮りする
3.練り消しで光を消し陰影をつくっていく
4.鉛筆で描き足す　3. 4.をくり返す



14:30-15:00 ワークショップ by 金城

自画像ワークショップ (30分）

手順
1.名刺大の紙を4B鉛筆で全面黒く塗りつぶす
2.スマホで光を意識し自撮りする
3.練り消しで光を消し陰影をつくっていく
4.鉛筆で描き足す　3. 4.をくり返す



壊す
光で闇を消すことで現れる自画像

輪郭を
闇を
光を



14:00-14:15 オープニング ⇒発案者の川本さんからひと言(15分） 

14:15-14:30 私と金城満先生 by 舘林さん(15分） 

14:30-15:00 ワークショップ by 金城(30分）「自画像とは、闇を光で消すことである。」 

15:00-15:30 実例①中学校での取り組み・「家族の肖像」…映像あり(30分） 

                   　　--------休憩(10分）--------  

15:40-16:20 実例②高校での取り組み・「石の声」…映像あり(40分） 

16:20-16:30 リフレクション ⇒ Slido(10分） 

16:30-16:40 クロージング(10分）

本日の流れ
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実例①　中学校での取り組み

1. 中学校３年美術の教材開発

2. 絵画制作と作文を組み合わせた実践 

3. 家族写真をもとにテンペラで制作

4. 最終的には、その絵の背景である 
　 記憶や想い等を作文にする課題



背景

1.美術という教科の役割は何なのかを
生徒とともに教師の視点でも問い詰
めた 

2.思春期の揺れ動く時期の作品として
家へ持ち帰らせて大切に残させたい 

3. 家族写真を学校に持ってくることへ
の違和感や、抵抗感こそテーマ



1. 学習指導要領改訂の動きの中で授業時数の削減 

2. 授業の効率化だけでは試行錯誤から 
    生まれる創造性を奪ってしまう危険 

3. 生徒が自分と向き合い制作出来る時間 
    の確保と教材開発の必要性 

4. 業者の説明書通りに作るだけの画一的 
    なセットもの教材ではテーマや物との 
    かかわりによる思考や工夫は育ち難い

目的



技法 

1. 技法は中学校では見慣れない卵テンペラを用いた 
2.授業開始時に卵と酢でメディウム（接着媒体）を作り
顔料と練って絵の具を作る 

3. ハッチングという繰り返し線を重ね 
　ていく描法で制作 
4.顔料の発色の美しさ、卵と水の性質等、 
　制作過程での発見が思考を刺激様々な 
　工夫が生徒たちから生まれた 
5. この技法は、耐久性もあり、作品の 
　長期保存が可能



振り返り

1.完成した作品の裏へ、絵のテーマになった家族の作文 
「絵の背後にあるもの」を貼る 
2.タイプ別から選抜した作文は、その年の「家族の肖像」と
いう文集にして配布 

3.プライバシーを重視、実名、匿名で 
　作文掲載の承諾協力は不可欠 
4. 私自身、実際生徒たちがどのように 
　「家族の肖像」を感じ、考えて、内面 
　で何が起きているのかを知るため 



内面で何が起きているのか



思春期のマーブル状態の彼らを
軟化させ整理・濃縮を試み
内面で何が起きているのかを
確認するため9ページの
「よみもの」テスト問題によって
「絵の背後にあるもの」を書かせた



思春期のマーブル状態の彼らを
軟化させ整理・濃縮を試み
内面で何が起きているのかを
確認するため9ページの
「よみもの」テスト問題によって
「絵の背後にあるもの」を書かせた



1～3ページ



4～6ページ



7～9ページ



7～9ページ









「絵の背後にあるもの」を自分の制作
してい「家族の肖像」を思い浮かべな
がら書きなさい。

この原稿用紙は切り離して提出
最終的には、
　　絵の後ろに貼る予定・・・
　　これが文集になる
















































































